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●同窓生の皆様からのお便りをいただいて！ 

 先日、浦和で「うたの広場・浦和」を主催されてい

らっしゃる萩原 寛様（浦高 19回）からメールを‥。 

  ◇  ◇ 

◆「うたの広場・浦和」萩原◆ 

「うたの広場・浦和」

萩原です。ご無沙汰し

ております、お変わり

ありませんか。僅かな

がらの光明が見出せる

状況かと思いますが、

油断は禁物、ですね。

「うたの広場・浦和」

は、お陰様でなんとか

命脈を保って参りまし

た。11 月 20 日(土)

午後２時からの「うた

の広場・浦和」では久し振りに来日の富田千種君がシ

ューベルトを披露してくれます。藤島牧之進君のギタ

ー伴奏による「虹のハーモニー」も用意されています。

体温測定・消毒に万全を期してお待ちしています。

「うたの広場・浦和」H.P. 

https://urawautanohiroba.web.fc2.com/  萩原寛 

  ◇  ◇ 

 久し振りに富田様の歌声も拝聴したいところですが、

あいにく週末は予定が詰まっており参加は適いません。

そこで、「うたの広場・浦和」をクリックして富田様

のYouTubeで数曲を楽しませていただきました。 

 

 

  ◇  ◇ 

 そして昨日は、久喜麗和会から『田園文化都市 

久喜麗和会 20周年記念誌』を頂戴しました。 

 2000年 10月に発

足された久喜麗和会、

昨年が 20 周年だっ

たそうですが、コロ

ナ禍でなかなか集ま

ることができず、1

年をかけて 45 名の

会員の皆様にお声掛

けされ、 27 名の

方々から寄稿をいた

だいて完成されたの

が、この記念誌だそ

うです。B5 版 108

ページの記念誌の表

紙には田園文化都市に相応しい久喜市内の青毛堀の桜

堤、裏表紙には菜の花と圏央道久喜白岡 JCT を望む

備前堀がありました。そして 5 章立 32 編の原稿はさ

まざまなテーマが綴られています。 

「久喜麗和会 20周年記念誌」 

 目次 

巻頭詩 六月 茨城のり子 

発刊にあたって 記念誌プロジェクトチーム一同 

第 1章 久喜麗和会、田園都市文化研究会、ゆかり 

の方々 〔７名寄稿〕 

第 2章 コロナ禍の日常と医療現場の闘い 〔5名〕 

第 3章 浦高時代と現在 〔７名寄稿〕 

第 4章 近況 〔6名寄稿〕 

第 5章 これから、そして未来に向けて 〔7名〕 

編集後記 

 さて、巻頭詩に掲げられた「六月」のメッセージは、 

◆「六月」  茨木のり子 

 どこかに美しい村はないか 

一日の仕事の終わりには一杯の黒ビール 

鍬を立てかけ 籠をおき 

男も女も大きなジョッキをかたむける 

どこかに美しい街はないか 

食べられる実をつけた街路樹が 

どこまでも続き すみれいろした夕暮れは 

若者のやさしいさざめきで満ち満ちる 

どこかに美しい人と人の力はないか 

同じ時代をともに生きる 

したしさとおかしさとそうして怒りが 

鋭い力となって たちあらわれる 

  ◇  ◇ 

 久喜の田園文化都市を象徴するような詩なのですね。

今朝は素敵な歌声を聴きながら、久喜麗和会の皆様の

貴重な経験などを拝読して幸せを噛みしめています。 

さまざまな時代を同じ学び舎で！ 

https://urawautanohiroba.web.fc2.com/

